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平 成 ４ 年 ４ 月
大阪市教育委員会
文 化 財 保 護 課
住友銅吹所跡の保存と活用について
大阪市中央区島之内の住友銅吹所跡の発掘調査結果については、平成
２年１０月８日、平成３年４月１０日の２度にわたり、既に発表してきてい
るところですが、このほど、具体的な保存と活用について、住友銀行と
協議がととのいました。
平成２年５月から３年４月まで、約１年間の埋蔵文化財の発掘調査で
近世産業史の重要な遺構などが検出され、大阪市教育委員会としては、
遺構の保存と活用について、平成３年７月８日、住友銀行に別紙!のよ
うな協力要請を行ってきたところです。
これを受けて、住友銀行は同遺構の保存のために、建設計画案の大幅
な変更を行いました。具体的な保存と活用の内容については、下記のと
住友銅吹所跡保存運動の記録
－３４１－
おりです。
なお、この建設計画案にともない、遺構を保存しながら、土地の合理
的な高度利用を行い、市街地の整備改善を図るため、平成３年１２月２４日、
同地域は都市計画法上の特定街区に指定されています。
記
１．遺構の保存について
# 建物の東西の長さを短くし、更地で保存する範囲を敷地全体の４
分の１、約１，１００㎡にひろげる。〔当初計画では、更地面積は約８００㎡〕
$ 遺構に荷重をかけない建物構造とする。
% 地下構造物を必要最小限にするため、杭径を極力細くし、掘削部
分は敷地面積の１１．２％、約４５０㎡とする。
〔当初計画では、掘削面積は約２，８５０㎡〕
２．保存工法について
# 厚さ２５㎝の鉄筋コンクリートの保護地盤を作る。
$ 杭の施工にあたっては、遺構壁面保護のため鋼鉄のケーシングを
入れ掘削する。
３．地下金庫と推定される石組の穴蔵は、地下で保存するだけでなく、
必要なときに見ることができるようにする。
４．ビリヤード場は当時の姿に復元し、敷地東部分の空地で保存し、活
用を図る。
５．敷地東部分の空地の遺構表示など、整備方法は今後協議をして具体
化する。
なお、杭の部分など、補足発掘調査が必要となったところについて、
炉跡など重要な遺構は樹脂で保護・摘出し、今後の調査・研究ならびに
展示資料や標本として活用できるように配慮を図った。
〔注：資料"の別紙#の内容は資料!の「大阪市教育委員会の指導事項」と同じ。〕
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資料! 住友銀行鰻谷事務センター新築予定地における遺跡保護工事概要
! 遺跡保護対策
１ 遺跡レベルを考慮し、遺跡保護床版の設置高さを上方へ変更。
２ 炉の遺跡をウレタン養生にて保存（８ケ所）。
３ 旧住友家の礎石他、重要物の取りあげ保存。
４ 杭打部に深礎囲枠を設置し、調査、周辺遺跡保護を実施。
５ 基礎部に山止めを先行設置し、調査、周辺遺跡保護を実施。
６ 遺跡保護床版を設置し、建物施工時に遺跡に影響を与えない様にする。
７ 金庫室用地下室を設置する。
８ 杭打時、鋼管を先行圧入し、周辺遺跡に影響を与えない様にする。
９ 地下通路に対しトンネル工法を採用し、上部の遺跡を保存する。
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－３４３－
! 遺跡保護工事のフロー
１．現況調査……遺跡埋設深さ、保護床版設置高さ、建家基準高さの調
整を行う。
２．建家位置、杭芯出し……設計図に基づき現場造成杭、基礎の予定位
置を出す。
３．杭打設部の掘削（深礎工法）基礎の掘削 ……側板をはめながら、遺跡が出るま
で人力にて杭孔を掘削する。
４．記録、遺跡の保存……遺跡が出た時点で、調査員により記録（写真・
図面）し、炉、礎石他重要遺跡を保存する。
５．杭打設部埋戻し
６．鋤取り……保護工事をするため、軽量小型ショベルにて仮復旧の埋
戻し砂約１５㎝撤去致します。
７．絶縁保護コンクリート打設……遺跡と建家に絶縁のためビニールシ
ートを敷込み、その上にコンクリー
ト（厚さ１０㎝）を打設します。
８．耐圧保護コンクリート打設……杭打ち重機作業盤として鉄コンクリ
ート（厚さ２５㎝）の耐圧床を構築致
します。
９．杭工事……耐圧床の上で、杭打ち重機にて現場打ちコンクリート杭
を造成します。
１０．基礎工事……耐圧床より上で建物が造られます。
１１．上部工事
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! 遺跡保護工事のフロー
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上述のように、１９９０年度から１９９２年度までの住友銅吹所発掘調査が終わり、
その時点で、大阪市教育委員会は指導という形で、住友銀行の「事務センタ
ー」建設は容認するが、その建設にあたっては「遺構の破壊を最小限にし、
長期的な観点にたって保存することを最優先するため」、建築方法等について
特別の配慮をおこなう約束をした。また、住友銀行は、発掘の成果を市民に
わかりやすく展示するため、銅の博物館を大阪市に寄贈する用意があるとの
意向を示した。その後、大阪市は大阪歴史博物館を建設することになり、そ
の常設展示空間の一部（９Ｆの南西コーナー）に住友銅吹所跡の展示と解説
がなされることになった。
１９９８年３月、大阪市文化財協会によって『住友銅吹所跡発掘調査報告』が
刊行された時点で、１９９０年からこの史跡の保存を訴えてきた４学会から、再
度、開発者である住友銀行に要望書が提出された（産業考古学会の「要望書」
を紹介したい資料!参照）。
資料!
２０００年６月３日
株式会社住友銀行
頭取 西川善文殿
産業考古学会
会長 佐藤和雄
要 望 書
平成２年より翌年にかけておこなわれた、大阪市中央区島之内の住友
長堀銅吹所跡の発掘調査では、江戸時代の住友本家の邸宅跡とともに、
銅精錬所にまつわる遺構・遺物が多数発見され、大阪の歴史だけでなく、
わが国の銅の生産史にとって極めて重要な遺跡であることが明らかにな
りました。われわれは、この世界的にも類まれな重要遺跡の全面保存を
かねてより要望してまいりました。
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その結果、敷地の東側４分の１を完全保存するとともに、その他の部
分についてもできるだけ遺構を破壊しないような工法を採用し、またビ
リヤード場を修理し保存するといった見解が示されました。これらの内
容は完全保存を求めていた我々からすると十分とは言えないものですが、
限られた条件下においてはやむを得ない措置であったと理解しています。
この時合わせて、発掘成果などを市民にわかりやすく展示するため、
住友銀行が銅に関する博物館を建設し、大阪市に寄贈するといった意向
が示されました。この資料室等の設置に当たっては、発掘成果を十分に
検討したうえで展示内容を考える必要があるため、発掘調査報告書の刊
行を待つ必要がありました。報告書はさる平成１０年３月に刊行され、遺
跡の重要性が改めて認識されました。
報告書の刊行から２年が経過しましたが、事務センター建設着工時に
示された上記内容について、速やかに実施されますことを、ここに改め
て要望いたします。
さらに、大阪歴史学会は、『住友銅吹所跡発掘調査報告』（１９９８年３月）が
刊行された後、発掘調査１０周年を迎えたことを機に、住友銅吹所跡の調査成
果を再確認するために、２００１年３月に見学会とシンポジウムを開催した（後
援：大阪歴史科学協議会、産業考古学会、鋳造遺跡研究会）。シンポジウムで
の研究報告は次の通り。
! 松尾信裕氏（大阪市文化財協会）「住友銅吹所跡の発掘調査成果」
" 今井典子氏（住友史料館）「住友銅吹所と大阪 ―技術とオランダ商館
長応接をめぐって―」
# 長山雅一氏（流通科学大学）「住友銅吹所跡の保存と将来」
つづいて、上記報告者３人に、中川すがね氏（甲子園大学）、佐久間貴士氏
（大阪府教育委員会）を加えて、活発なパネルディスカッションがおこなわれ、
住友銅吹所跡発掘調査の意義を再確認した。
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! 大阪市文化財協会編『住友銅吹所跡発掘調査報告』（１９９８年３月刊）の概要
１９９０年から１９９２年までの長期間、大阪市文化財協会はこの史跡の発掘調査
をおこない、その成果を公刊した。きわめて多角的な視点 ―文献史学、冶金
考古学、建築史学、金属精錬学、保存科学、考古学から分析し、総合的な考
察をおこなった。あらためて大阪市文化財協会および住友銅吹所跡調査専門
委員会の方々に心から敬意を表したい。この発掘調査で中心的に活躍された
鈴木秀典氏が報告書作成の途中で急逝されたことは誠にいたましい限りであ
る。ご冥福をお祈りしたい。
住友銅吹所跡の発掘調査は、江戸時代の産業技術や都市のすがたの一端を
明らかにしてくれたが、とくに日本の銅の精錬技術の水準の高さを示してく
れた。
この報告書は、第!～#章で本調査の概要、住友銅吹所の歴史が解説され、
第$章では本調査結果の全貌が詳細に解説されている。とくに、古代の遺構・
遺物、豊臣期・徳川初期の遺構・遺物、住友銅吹所活動期の遺構・遺物が重
層的に調査、解説されている。また写真、図版によって素人にもわかりやす
く説明されている。また、この調査報告書が大阪の歴史記述や関連諸科学に
いろいろな史実と影響を与えることであろう。この報告書は本文〔６０８＋３６＋
２２頁〕、別冊〔図面３６、原色図版（写真）１２１〕、付図５枚からなる。
内容目次
第!章 調査にいたる経緯と経過
第"章 調査の経過
第#章 住友銅吹所の概要
第１節 住友銅吹所跡周辺の地理的歴史的環境
第２節 住友長堀銅吹所略史
１）銅吹所の沿革と銅精錬業の歴史的意義
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－３４８－
２）銅吹所の精錬工程、組織
第３節 『鼓銅図録』銅吹所関連図の抜粋
第４節 絵図にみる住友銅吹所および本家住宅の構造
１）１８６１年作成の「御本家様御吹所様惣絵図」
２）住友銅吹所の構造
３）住友本家住宅の構造（「御本家様御吹所様惣絵図」による）
４）絵図にみる吹所の変遷
第$章 調査の結果
第１節 層序
第２節 !期（古代）の遺構と遺物
第３節 "期（中世）の遺構と遺物
第４節 #期（豊臣期～徳川初期）の遺構と遺物
第５節 $・%期（住友銅吹所期）の遺構
１）住友と平野屋
２）地層
３）精錬炉
４）そのほかの遺構
第６節 $・%期（住友銅吹所期）の遺物
１）陶磁器
２）銅精錬関係遺物
３）瓦
第７節 金属製品
第８節 骨・貝製品
第%章 遺構・遺物の分析同定とその検討
第１節 出土漆器資料の製作技法
第２節 住友銅吹所跡出土木炭の樹種
第３節 住友銅吹所跡出土の動物遺体
第４節 住友銅吹所跡の古環境変遷
住友銅吹所跡保存運動の記録
－３４９－
第"章 住友銅吹所跡銅精錬関連遺物分析報告
第１節 分析およびその検討
第２節 考察
１）近世銅精錬工程関係史料
２）住友長堀銅吹所の操業
３）住友家に伝世する棹銅の赤色表面について ―非破壊的手法によ
る分析を中心に―
４）「小吹」の再現実験
５）南蛮吹の冶金学的考察
第#章 考察および遺構・遺物のまとめ
第１節 住友銅吹所跡の史的意義
第２節 住友家住宅の建築について
第３節 大阪の近世遺跡の調査と保存
第４節 住友銅吹所跡の諸問題
第５節 住友銅吹所跡出土の陶磁器 ―特に!２期出土陶磁器を中心に―
第６節 住友銅吹所跡出土の窯業関係文字資料
近世銅精錬関係用語集
英文目次・要旨
付記
私は生瀬克己氏の訃報に接し、その衝撃は大きかった。私は生瀬氏と同じ
共同研究プロジェクトに参加したり、いろいろ交流があったからである。
生瀬氏と専門は異なるが、広義の歴史学という接点で、文化財の調査・保
存・活用というテーマで生瀬氏の追悼号に投稿することにした。１９９０～２００１
年の住友銅吹所跡の調査・保存・活用についての記録をまとめる努力をした。
現在も新潟県の佐渡金銀山の調査活動にかかわっている。
生瀬克己氏のご冥福を祈ります。
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－３５０－
